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研究成果の概要（和文）： 
本科研プロジェクト「中近世ヨーロッパのキリスト教会と民衆宗教」では、対象の時代と地域

を、中世のヨーロッパ世界のみならず、他の時代も含め、そしてヨーロッパ以外のキリスト教

が浸透した地域にも視野を広げて、比較考察を行ったことに大きな特色があった。扱った時代

は中世のみならず、近世も含め、地域は西欧のみならず、東欧・ロシア、ビザンツ、その他ヨ

ーロッパ以外のキリスト教が浸透した地域（中南米、日本など）を考察の対象とすることで、

我々のプロジェクトは、キリスト教の教会と民衆宗教の関係を、たんにヨーロッパ固有の問題

としてではなく、キリスト教が受容された地域全体に共通する問題として世界史的に考察する

ことができた。その結果、これまでのヨーロッパ教会史の見取り図に、日本の研究者からの独

自の視点を付け加えることができたといえよう。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project:Christianity and popular religion in medieval and early modern Europe has its 
0riginality in comparing various areas and periods. We studied not only medieval period 
but also early modern period ,and not only west Europe but also east 
Europe,Russia,Byzanz, other areas where Christianity reached(for example,Central and 
South America,Japan).By this, our project could investigate the problem of popular religion 
as a common problem in the areas where Christianity influenced 
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１．研究開始当初の背景                                                              
これまでの我が国における研究をつぶさ

にみるとき、教会のエリート支配層による教
会組織の形成の問題と、体制側からではなく
民衆から湧出した民衆宗教の問題が、異次元
の問題として捉えられる傾向があったこと
に鑑みて、このプロジェクトは企画された。 
このプロジェクト「中近世ヨーロッパのキリ
スト教会と民衆宗教」の科研共同研究を開始
するにあたって、われわれの研究の趣旨は、
次のようなものであった。 
すなわち、我が国における中近世ヨーロッ

パのキリスト教会史研究で、制度史的な研究
と民衆宗教史的な研究とが、これまでそれぞ
れ別個の問題として扱われてきた傾向にあ
ることを反省しつつ、そのような分離を乗り
越え、この時代の宗教的な現象を総体的に把
握する視点を提示しようとする趣旨である。   
これまでの我が国における研究をつぶさに
みるとき、教会のエリート支配層による教
会組織の形成－教区制、教皇権を頂点とす
る教会ヒエラルヒー、修道院の系列組織、
教会裁判・教会法、告解制度、典礼など－
の問題と、体制側からではなく民衆から湧
出した宗教運動－兄弟団、信心会、巡礼、
異端、神秘主義、民衆十字軍など－の問題
が、異次元の問題として捉えられる傾向が
あったといえる。じっさい叙任権闘争、宗
教改革といった教会史上の「大事件」につ
いては、教会制度と民衆宗教との関係につ
いて多くの研究があるものの、民衆宗教が
中近世ヨーロッパのキリスト教会で、教会
体制を支え補完する役割を果たしていた具
体的な様相、あるいは両者のダイナミズム、
そして教会組織の形成や変容の過程におけ
る民衆宗教の影響については、我が国にお
いて体系だった研究はまだ十分になされて
いない現状がある。 
 
 
２．研究の目的 
このような背景の上で、われわれの研究の
目標は以下のようなものであった。 
つまり、我が国における中近世ヨーロッパ

のキリスト教会史研究で、制度史的な研究と
民衆宗教史的な研究とが、これまでそれぞれ
別個の問題として扱われてきた傾向にある
ことを反省しつつ、そのような分離を乗り越
え、この時代の宗教的現象を総体的に把握す
る視点を提示しようとするのが研究の目的
であった。 
具体的には、民衆宗教が中近世ヨーロッパ

のキリスト教会で、教会体制を支え補完する

役割を果たしていた様相、あるいは両者のダ
イナミズム、そして教会組織の形成や変容の
過程における民衆宗教の影響について研究
することが目的として提示された。 
 
 
３．研究の方法 
民衆宗教が中近世ヨーロッパのキリスト教
会で、教会体制にとっていかなる役割を果た
したのか、また両者のダイナミズムによりど
のような新しい教会組織が形成されたのか、
という問いを念頭に置きながら、研究が遂行
された。そして、このような問題意識にもと
づいて、研究方法としては、キリスト教が浸
透した各地域の類似の宗教現象の比較の方
法がとられた。研究会は、つねに、複数の報
告者によるシンポジウム形式をとるように
意識された。 
 
 
４．研究成果 
対象の時代と地域を広く取ったことによ
り、様々な比較の視点からの成果を上げるこ
とができた。扱った時代は、中世のみならず
近世も含め、地域は西欧のみならず、東欧・
ロシア、ビザンツ、その他ヨーロッパ以外の
キリスト教が浸透した地域（中南米、日本な
ど）も考察の対象とした。これにより我々の
プロジェクトは、キリスト教の教会組織と民
衆宗教との関係の問題を、たんにヨーロッパ
固有の問題としてではなく、キリスト教が受
容された地域全体に共通する問題として、世
界史的に考察することができた。 
つまり、中近世のキリスト教会をめぐる問題
を、たんに、カトリック、プロテスタント、
ギリシア正教の対立という図式からではな
く、キリスト教が浸透した歴史的社会の比較
の視点から考察し、またヨーロッパ外の地域
におけるキリスト教化の問題も視野に入れ
ることで、中近世ヨーロッパ世界のキリスト
教会の独自性を、キリスト教が浸透した歴史
的社会の比較の視点から考察できたのが最
大の成果である。 
以上のような趣旨に沿って、科学研究費補助
金の交付を受けた三年間に共同研究を遂行
したが、科研研究会では、毎回一定のテーマ
を定め、複数の研究者に報告していただいた。
それにより、中近世ヨーロッパ教会史の重要
なテーマを十分に討議することができた。ま
た本科研研究会は、「「教会と社会」研究会－
中近世のヨーロッパ－」 (“Ecclesia et 
Societas” Workshop 、 ウ ェ ブ サ イ ト
www.es-ken.net)ともしばしば合同で研究会



を開催した。この「教会と社会」研究会は、
科研代表者の甚野が 2005 年に発足させたヨ
ーロッパ中近世史の研究会であるが、この研
究会と合同で科研研究会を行うことで、多く
の若手研究者、大学院生にもこの科研プロジ
ェクトの成果は共有できた。 
また、科研研究会では、科研メンバーが報

告しただけではなく、本科研プロジェクトで
扱う問題を専門とする、他の研究者にもゲス
トとして報告していただいた。さらに本科研
プロジェクトの一環として、ドイツの中世教
会史の第一人者であるフランツ・フェルテン
教授（マインツ大学）を招聘できたことは大
きな成果であった。フェルテン教授には、中
世教会史にかかわるテーマで三回、講演を行
ってもらい、また二回の大学院生向けセミナ
ーもしていただいた。いずれも、内容的に大
変充実したものであり、参加者は大きな知的
刺激を受けることができた。このフェルテン
教授の日本における講演は、甚野尚志編『中
世ヨーロッパの教会と俗世』（山川レクチャ
ーズ<６>、山川出版社、2010 年 5 月刊行予
定）として刊行される。 
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